






Modern meaning and role of "the Normalization".
Yukitomo OKAZAKI
Abstract
　The normalization is widely accepted as a ground principle of the human service because of a very 
easy definition. However, the interpretation of the meaning of the normalization is entrusted to an 
individual because it is too easy. And there is two ways of pronunciation in Japan, but an argument does 
not yet deepen so that there is not the explanation about the difference of the pronunciation.Therefore I 
mention a meaning and the role of the mark today of the normalization while clarifying the content to 
mean by chasing historic development of the normalization.
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1）本論が今のところ「normalization」と表記しているのは，このことが不明瞭なことに対する意思表示である．
2）ただし違いを指摘しているのみで，詳しい説明はしていない．
3）2004年9月（福岡大会）に開催された第42回全国知的障害関係施設職員研究大会の基調講演での発言．講演要旨（さ
ぽーと，第51巻12号，11頁－16頁）には，このことの記録はないのは，些末なこととして扱われた証左であろう．ま
た第44回全国知的障害福祉関係職員研究大会（2006年，秋田大会）の特別講演において江草安彦は，バンク－ミケル
センは「ノーマリゼーション」と発音していたこと述べている．講演要旨（さぽーと，第53巻11号，16頁－19頁）に
その記録はないが，日本知的障害者福祉協会サイト（http://www.aigo.or.jp/info/060906－3.mp3）上に，江草の特別
講演の音声記録が掲載されていた（2006年10月～2007年5月まで）．
4）なお講演は1995年3月18日に川崎医科大学現代医学教育博物館ホールにて行われている．
5）ちなみに妹尾正は，1970年代は「ノーマリゼーション」と表記しているものの，1980年代になると「ノーマリゼー
ション」と「ノーマライゼーション」を併用し，その後は「ノーマライゼーション」を用いている．また廣瀬貴一は
一貫して「ノーマリゼーション」と表現している．
6）一方，ノーマリゼーションは1946年に原理化されていた，との指摘もある．河東田博（2005）「新説1946年ノーマ
「ノーマリゼーション」の今日的意味と役割18
ライゼーションの原理」立教大学コミュニティ福祉学部紀要7号，13頁－23頁．を参照されたい．
7）昭和48年11月28日開催．広瀬貴一が一度だけ「normalization」を「ノーマライゼーション」と発音しているが，
残りの参加者は，すべて「ノーマリゼーション」と発音している．話の流れから考えると，広瀬は無意識の内に発音
しているか，記述ミスであると思われる．
8）例えば養護学校を義務化する際の混乱や議論などを例に挙げることができよう．
